
特集 ：自転車事故低減に向けた取組み

各年代に応じた自転車教育の充実を

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
警
視
庁
は
昨
年
12
月
、

副
総
監
を
本
部
長
と
す
る
自
転
車
総
合
対
策
本
部

を
設
置
。
こ
の
目
的
を
警
視
庁
犯
罪
抑
止
対
策
本

部
自
転
車
総
合
対
策
担
当
の
副
島
管
理
官
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
自
転
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も

が
利
用
す
る
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
の
マ
ナ
ー
が

悪
い
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
規
範
意
識

が
乱
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が

あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
方
々
が
感
じ
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
警
視
庁
が
一
丸
と
な
っ

て
自
転
車
総
合
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
、
安
全
マ
ナ
ー
の
浸

透
を
図
る
こ
と
で
、
都
民
の
皆
さ
ん
の
規
範
意
識

を
高
め
、
社
会
的
不
安
を
取
り
除
き
、
よ
り
快
適

で
安
全
な
東
京
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
」。

対
策
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
警
視
庁
で
は
自

転
車
総
合
対
策
要
綱
を
制
定
し
、
次
の
４
つ
の
推

進
重
点
を
定
め
た
。

１．
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
の

周
知
と
安
全
教
育
の
推
進

２．
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
指
導

取
締
り
の
強
化

３．
自
転
車
通
行
環
境
の
確
立

４．
自
転
車
盗
及
び
自
転
車
利
用
に

係
る
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
被
害

防
止
対
策

そ
し
て
、
平
成
24
年
よ
り
活
動
を

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
自
転

平
成
23
年
中
の
東
京
都
内
に
お
け
る
交
通
事
故

発
生
件
数
は
５
万
１
４
７
７
件
で
、
こ
の
う
ち
自

転
車
関
与
事
故
は
１
万
９
２
０
９
件
（
自
転
車
相

互
事
故
は
１
件
と
し
て
計
上
）
と
、
全
事
故
に
占

め
る
自
転
車
の
交
通
事
故
の
割
合
（
関
与
率
）
は

37
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
17
年
以
降
、
自

転
車
の
交
通
事
故
は
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷

者
数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
自
転
車
の
関

与
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国
平
均
（
グ
ラ
フ

１
参
照
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
悪
質
危

険
な
交
通
違
反
者
の
増
加
や
自
転
車
マ
ナ
ー
の
悪

化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

自転車は子どもから高齢者まで幅広い層に利用されてお
り、最近では東日本大震災による交通の混乱等を機に、
通勤手段としても見直されている。しかし、その一方で、
自転車関連事故は全交通事故の約2割を占め、自転車利
用者の交通ルール違反も社会の注目を集めている。今回
は東京都における自転車事故低減に向けた取組みなどを
紹介しながら、自転車利用者に対して交通ルール等をど
のように周知させていくべきかを探る。

車
利
用
者
に
対
す
る
街
頭
指
導
を
重
点
的
に
実
施

す
る
場
所
と
し
て
、
97
警
察
署
（
島
部
を
除
く
）

に
お
い
て
76
路
線
34
地
区
１
１
０
箇
所
を
「
自
転

車
対
策
重
点
地
区
・
路
線
」
に
選
定
し
、
看
板
の

設
置
や
警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
広
く
周

知
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
重
点
地
区
・

路
線
で
は
今
年
２
月
か
ら
交
通
安
全
日
（
原
則
と

し
て
毎
月
10
日
）
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
お
い

て
、
朝
夕
に
１
時
間
ず
つ
「
管
下
一
斉
自
転
車
ス

ト
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
。
各
警
察
署
が
工
夫
を
凝

ら
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
悪
質
な
自
転
車
利
用
者

に
対
す
る
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
。

９
月
10
日
に
も
、
東
京
都
内
１
１
０
箇
所
で

「
管
下
一
斉
自
転
車
ス
ト
ッ
プ
作
戦
」
が
実
施
さ

れ
た
。
中
野
区
内
で
指
導
取
締
り
に
あ
た
っ
た
警

視
庁
野
方
警
察
署
の
江
田
交
通
課
長
は
「
ま
だ
違

反
し
て
い
る
自
転
車
利
用
者
は
い
ま
す
が
、
マ
ナ

ー
は
確
実
に
良
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
イ
ヤ
ホ
ン
や
、
携
帯
電
話
な
ど
を
し
な
が
ら

の
自
転
車
の
運
転
は
と
て
も
危
険
な
の
で
、
絶
対

に
や
め
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

す
。こ

の
他
、
自
転
車
利
用
者
の
社
会
規
範
向
上
施

策
と
し
て
、
日
本
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
首
都

圏
22
大
学
の
自
転
車
部
に
「
モ
デ
ル
サ
イ
ク
リ
ス

ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
委
嘱
状
を
交
付
。
各
部
員
が

模
範
走
行
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
自
転
車
ル
ー
ル

遵
守
や
安
全
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
警
視
庁
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
各
年
代
に
応
じ
た
有
効
な
自
転
車
安
全
教
育

の
手
法
等
を
検
討
す
る
た
め
、
有
識
者
７
人
に
よ

る
「
自※

１

転
車
総
合
対
策
推
進
検
討
委
員
会
」
を
設

置
。今
年
２
月
か
ら
４
回
に
わ
た
る
会
議
を
経
て
、

８
月
に
「
み※

２

ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で
守
る
〜
自

転
車
利
用
の
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
の
提
言

〜
」
と
し
て
、
高
橋
清
孝
副
総
監
に
手
渡
さ
れ
た
。

警視庁では東京都内110箇所で月1回「管下一斉自転車ストップ作戦」を実施している

「
自
転
車
ス
ト
ッ
プ
作
戦
」を

都
内
１
１
０
箇
所
で
月
１
回
実
施

「管下一斉自転車ストップ作戦」などで配布
している啓発用のチラシ。自転車事故の賠
償例が記載されている

※1 自転車総合対策推進検討委員会＝委員は、轟朝幸・日本大学理工学部社会交通工学科教授（委員長）、樋野公宏・独立行政法人建築研究所主任研究員（筑波大学大学院システム情報工学研究科准教授）、新谷珠恵・一般社団法人東京都小学校PTA協議会
会長、高木加津子・世田谷区交通政策担当部交通安全自転車課長、大田雅彦・武蔵野市都市整備部交通対策課長、鈴木直・（株）ゴールドウイン管理本部総務部総務グループ、岩貞るみこ・モータージャーナリスト） （注）役職は当時

※2 提言書は以下の警視庁ホームページよりダウンロードが可能。 http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kotu/bicycle_plan/bicycle_measures.htm

●グラフ1 全交通事故における自転車関与率の推移
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で
全
力
で
自
転
車
を
こ
い
で
、
そ
こ
か
ら
両
手
で

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
安
全
に
停
止
す
る
と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、

一
時
停
止
場
所
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
を
通

過
す
る
時
は
止
ま
っ
て
右
、
左
、
右
、
そ
し
て
右

後
方
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
自
転
車
を
発
進
さ

せ
る
よ
う
に
交
通
安
全
教
育
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ

ス
。「
止
ま
る
」「
観
る
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
指
導
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

ホ
ン
ダ
は
、
こ
う
し
た
実
技
教
育
を
展
開
す
る

一
方
で
、
自
転
車
利
用
者
の
危
険
予
測
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ホ※

４

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
（
以
下
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）」
を
開

発
し
、
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
導
入
し
、
小
・
中
学
生
や
高
齢
者
へ
の
自

転
車
教
育
を
推
進
し
て
い
る
の
が
、
笠
岡
自
動
車

学
校
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
だ
。
同
校
で
は
、
昨
年

９
月
よ
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
転
車
教
育

を
笠
岡
市
お
よ
び
近
隣
の
井
原
市
、
浅
口
市
で
展

開
し
て
い
る
。
小
・
中
学
生
向
け
は
既
に
11
回

（
受
講
者
数
２
２
０
０
人
）
開
催
し
て
お
り
、
今

年
秋
か
ら
は
高
齢
者
向
け
の
教
育
も
開
始
し
て
い

る
。９

月
27
日
、
同
校
検
定
教
習
課
課
長
の
筒
井
啓

介
さ
ん
と
、
講
習
係
の
岡
伸
行
さ
ん
は
岡
山
県
井

原
市
の
芳
井
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
１
６
７
名
を
対
象
に
「
自

転
車
の
安
全
教
室
」
を
実
施
し
た
。
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
や
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
筒
井

と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

警
視
庁
で
は
企
業
・
団
体
向
け
に
、
自
転
車
の

運
転
に
必
要
と
な
る「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
能
」

の
修
得
を
目
的
と
し
た
「
新
・
自
転
車
交
通
安
全

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
し
、
今
年
１
月
よ
り

自
転
車
利
用
者
の
内
面
部
分
に
踏
み
込
ん
だ
新
た

な
安
全
教
育
を
開
始
し
て
い
る
。

「
学
校
や
企
業
、
家
庭
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
々
に
は
、
警
察
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
積

極
的
に
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
安
全
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
と
い
う
意
識
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ

た
社
会
的
気
運
の
高
ま
り
と
リ
ン
ク
し
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
の
連
携
、
街
頭
活
動
、
出
張
講
習
、

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
転
車
教

さ
ん
が
説
明
し
た
後
、
高
齢
者
３
名
が
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
を
体
験
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
画
面
を
大

型
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
他
の
高
齢
者
に

見
て
も
ら
う
。
体
験
が
終
わ
る
と
、
３
名
の
運
転

を
再
生
し
な
が
ら
、
岡
さ
ん
が
良
か
っ
た
点
や
不

十
分
だ
っ
た
点
を
解
説
し
た
。

筒
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
地
域
の
交
通
安
全
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
果
た
す
上
で
、

自
転
車
教
育
も
重
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
持
ち
運
び

が
容
易
な
の
で
、
出
前
に
よ
る
安
全
教
室
が
や
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
技
教
育
で
は
難

し
い
様
々
な
危
険
場
面
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
自
分
が
予
測
で
き
な
か
っ
た
危
険
に
気

づ
い
て
も
ら
う
上
で
も
有
効
な
教
育
機
器
で
す
」

と
話
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
ホ
ン
ダ
の
四
輪
販

売
会
社
で
も
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
活
用
が
進
ん
で

い
る
（
４
面
参
照
）。

自
転
車
事
故
を
低
減
さ
せ
て
い
く
に
は
、
幅
広

い
層
の
自
転
車
利
用
者
に
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
各
年
代
の
行
動
特
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
座
学
だ
け
で
な
く
実
技
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

な
ど
に
よ
る
参
加
体
験
型
の
教
育
を
組
み
合
わ
せ

て
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

提
言
に
あ
た
っ
て
は
、
16
歳
以
上
の
都
民
１
０

０
０
人
を
対
象
に
意
識
調
査
を
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
実
施
。
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
意
識
調

査
に
よ
る
と
、
自
転
車
で
の
右
側
通
行
に
つ
い
て

は
、「
時
々
あ
る
」「
よ
く
あ
る
」
が
43
・
８
％
、

歩
道
で
歩
行
者
の
間
を
ジ
グ
ザ
グ
で
す
り
抜
け
る

行
動
に
つ
い
て
は
、「
時
々
あ
る
」「
よ
く
あ
る
」

が
30
・
１
％
、
一
時
停
止
標
識
が
あ
る
と
こ
ろ
で

の
一
時
不
停
止
は
「
時
々
あ
る
」「
よ
く
あ
る
」

が
42
・
６
％
あ
っ
た
。

「
自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
か
ら
」
と
の
回

答
が
最
も
多
く
、「
事
故
に
さ
え
遭
わ
な
け
れ
ば

い
い
か
ら
」「
急
い
で
い
る
か
ら
」「
み
ん
な
も
し

て
い
る
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
続
い
た
。

「
自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
受
け
た

こ
と
が
な
い
」
と
の
回
答
が
54
・
７
％
で
、
年
代

別
に
み
る
と
10
代
、
20
代
に
比
べ
て
、
30
代
以
上

で
「
受
け
た
こ
と
が
な
い
」
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。「
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
中

で
も
、
受
け
た
時
期
に
つ
い
て
、「
小
学
生
」
と

の
回
答
が
21
・
３
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
中

学
生
」（
６
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、「
自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
を
受
け
た
い

と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、「
受
け
た
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
受
け
た
い
」
と
の
回
答
が

62
・
１
％
で
あ
っ
た
。

提
言
書
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
気
運
を
高
め
る
た
め
、
高
校
生
以
下
の
若

年
層
に
は
こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全
教
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
大
学
生
以
上
の
大
人
に
は
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
日
々
生
活
の

中
で
実
践
で
き
る
よ
う
に
促
す
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
大

学
生
、
社
会
人
、
高
齢
者
な
ど
各
年
代
に
応
じ
た

対
策
と
と
も
に
、
世
代
横
断
的
な
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

る
。
自
宅
や
会
社
に
居
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
交
通
安
全
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

各
年
齢
層
に
お
い
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

育
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
性
化

等
を
整
備
発
展

さ
せ
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
つ
も
り

で
す
。
そ
う
し

た
努
力
を
継
続

す
る
こ
と
で
、『
み
ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で
守

る
』
社
会
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

副
島
管
理
官
は
今
後
を
見
据
え
る
。

自
転
車
の
安
全
利
用
に
対
し
て
社
会
的
な
関
心

が
高
ま
る
以
前
か
ら
、
ホ
ン
ダ
で
は
「
交
通
社
会

に
参
加
す
る
、す
べ
て
の
人
の
安
全
を
め
ざ
し
て
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、自
転
車
教
育
に
力
を
入
れ
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。
そ
の
１
つ

が
「
あ※

３

や
と
り
ぃ
　
自
転
車
教
室
」。
交
通
ル
ー

ル
へ
の
理
解
が
不
十
分
な
幼
児
・
児
童
に
、「
走

る
・
曲
が
る
・
止
ま
る
」
の
基
本
操
作
を
実
技
に

よ
っ
て
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ホ
ン
ダ
で
は
全
国
５
ヵ
所
の
地
区
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

を
通
じ
て
、
地
域
の
交
通
指
導
員
の
方
々
に
「
あ

や
と
り
ぃ
　
自
転
車
教
室
」
を
普
及
し

て
い
る
。

８
月
９
日
に
は
、
三
重
県
四
日
市
市

の
内
部

う
つ
べ

子
ど
も
会
の
小
学
生
約
30
名
を

対
象
に
し
た
「
あ
や
と
り
ぃ
　
自
転
車

教
室
」
が
開
催
さ
れ
た
。
指
導
は
四
日

市
市
の
交
通
安
全
教
育
指
導
員
と
、
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本

部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
担
当
。
ブ
レ
ー
キ
の
練
習
で

は
、
直
線
を
目
標
と
な
る
パ
イ
ロ
ン
ま
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自
転
車
の
基
本
操
作
を

実
技
に
よ
っ
て
習
得

危
険
予
測
能
力
を
高
め
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
育

代表者が体験しているシミュレーターの画面は大型のスクリーンに映し
出される

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
気
運
を

社
会
全
体
で
高
め
る

四日市市の交通安全教育指導員と、本田技研工
業（株）安全運転普及本部鈴鹿普及ブロックの
インストラクターによる「あやとりぃ　自転車
教室」

※3   あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。4～5歳児対象の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、幼児～小学校高学年対象の「あやとりぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者対象の
「あやとりぃ　長寿編」がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。詳細は以下ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

※4   Honda自転車シミュレーター＝自転車を運転する際に起こり得る危険を安全に体験することで危険予測能力を高め、安全意識の向上を図る体験型教育機器。詳細は以下ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

警視庁犯罪抑止対策本部自転車総合
対策担当の副島管理官

井原市の高齢者167名に自転
車の正しい乗り方や交通ルー
ルを伝える笠岡自動車学校検
定教習課課長の筒井啓介さん

特集　：自転車事故低減に向けた取組み1



９
月
13
日
、
14
日
の
両
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交

通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
に
て
、「
第

13
回
セ
ー
フ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
競

技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
）。
こ
の
大
会
は
、
安
全

運
転
普
及
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
ホ
ン
ダ
の
安
全
運

転
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
力
な
ら
び
に
運
転
技

術
の
向
上
と
均
質
化
を
図
る
場
と
機
会
の
提
供
を
通

じ
、
世
界
に
通
用
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成

を
目
的
に
１
９
９
７
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
２

０
０
８
年
以
来
の
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
国
内
か
ら
42
名
、
海
外
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

開会式で挨拶を行う千葉英雄・本田技
研工業（株）安全運転普及本部事務局長

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
９
ヵ
国
か
ら
29
名
、
総
勢
71
名

が
参
加
し
た
。

選
手
は
、
グ
ル
ー
プ
A
（
国
内
交
通
教
育

セ
ン
タ
ー
）、
グ
ル
ー
プ
B
（
本
田
技
研
工

業
（
株
）、（
株
）
本
田
技
術
研
究
所
、
ホ
ン

ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
））、
グ
ル
ー
プ

C
（
海
外
連
結
子
会
社
・
関
連
会
社
・
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
）
に
分
か
れ
て
、
安
全

運
転
の
知
識
、
技
量
、
ス
キ
ル
を
は
か
る
競

技
や
審
査
に
取
り
組
ん
だ
。

大
会
１
日
目
は
午
前
８
時
30
分
よ
り
開
会

式
が
行
わ
れ
、
大
会
運
営
委
員
長
で
あ
る
千

葉
英
雄
・
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
事
務
局
長
が
挨
拶
。
続
く
「
安
全

運
転
普
及
講
話
」
で
は
、
千
葉
事
務
局
長
が

「
安
全
運
転
普
及
活
動
は
ホ
ン
ダ
の
企
業
文

化
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
高
い
夢
や
目
標
、

志
を
持
ち
、
主
体
的
に
挑
戦
す
る
姿
で
あ
り
、

そ
う
し
た
心
を
育
む
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
そ
の
伝
承

者
な
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
A
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
本
の
安
全
運
転
教
育
を
牽
引
し
て
き
た
誇

り
と
信
念
を
持
ち
、
指
導
力
の
向
上
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
。
グ
ル
ー
プ
B
の
皆
さ
ん
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
事
業
所

に
お
け
る
交
通
安
全
意
識
の
啓
蒙
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
C
の
皆
さ
ん
に
は
、

ホ
ン
ダ
の
安
全
思
想
を
ご
理
解
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
情
に
応
じ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

競
技
は
、
10
時
20
分
よ
り
開
始
。
こ
の
日
は
、
二

輪
部
門
「
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
」「
コ
ー
ス
ス
ラ
ロ
ー
ム
」、

四
輪
部
門
「
フ※

ィ
ギ
ア
」「
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
回
避
」
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
競
技
だ
け
で
な
く
、
安
全
運
転

の
指
導
者
と
し
て
の
幅
広
い
知
識
と
指
導
力
を
確
認

す
る
「
指
導
力
審
査
」（
グ
ル
ー
プ
A
・
B
）
や
「
筆

記
レ
ポ
ー
ト
」（
グ
ル
ー
プ
C
）
に
も
取
り
組
ん
だ
。

大
会
２
日
目
は
、
午
前
中
に
、
二
輪
部
門
「
一
本

橋
」、
四
輪
部
門
「
コ
ー
ス
ス
ラ
ロ
ー
ム
」
が
行
わ

れ
、
安
全
運
転
の
技
術
を
競
っ
た
。
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
、
表
彰
式
お
よ
び
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
A
の
二
輪
・
四
輪
・
総
合
の
３
部
門
で

第
１
位
と
な
っ
た
下
浦
紀
世
人
さ
ん
（
交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖
）
は
「
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
、
お
客
様
を
前
に
模
範
走
行
を
す
る
時
は
絶
対
に

ミ
ス
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
会
は
日
頃
の
指
導
の
延

長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
臨
ん
だ
こ
と
が
好

結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
話
す
。
ま
た
グ
ル
ー

プ
B
で
は
、
二
輪
部
門
第
１
位
の
鈴
木
龍
太
さ
ん

（
本
田
技
研
工
業
（
株
）
埼
玉
製
作
所
）
が
「
１
位

を
め
ざ
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
の
で
、
こ
の
結
果
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
大
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を

後
輩
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
従
業
員
に
伝
え
て
い

き
た
い
」、
四
輪
部
門
第
１
位
の
久
慈
英
士
さ
ん

（
本
田
技
研
工
業
（
株
）
鈴
鹿
製
作
所
）
が
「
大
会

に
向
け
た
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

運
転
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ

と
を
若
い
従
業
員
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

出
場
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
今
後
も
各
々

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
指
導
力
を
磨
き
、「
交
通
社
会
に

参
加
す
る
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
め
ざ
す
」
と
い
う

大
き
な
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。
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イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

ホ
ン
ダ
の
安
全
運
転

普
及
活
動
を
伝
承

各
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

大
会
の
経
験
を
活
か
す

今大会には10ヵ国から総勢71名のインストラクターが参加

特集　：第13回セーフティジャパンインストラクター競技大会

世界トップクラスのインストラクターが
安全運転の技術と指導力を競う

二輪「コーススラローム」

二輪「ブレーキング」

四輪「コーススラローム」

四輪「フィギア」

四輪「ブレーキング回避」

「指導力審査」ではイ
ンストラクター3名1
組が、それぞれメイン
インストラクター・サ
ブインストラクター・
受講者役となり、規定
の15分間で二輪車や
四輪車の運転姿勢につ
いての指導方法を競っ
た（写真はグループA）グループB

四輪部門
第1位・久慈英士さん

グループB
二輪部門
第1位・鈴木龍太さん

グループA
二輪・四輪・総合部門
第1位・下浦紀世人さん

「第13回セーフティジャパ
ンインストラクター競技大
会」に先立ち、9月12日、
「1st Safe Driving Global
Meeting」（主催：本田技研
工業（株）安全運転普及本
部）が鈴鹿サーキットで開

催され、日本、シンガポール、タイ、ベトナム、フィリピン、中国、
インド、インドネシア、パキスタンの9ヵ国からHondaの事業所の
安全運転普及活動推進責任者20名が参加した。
冒頭では、千葉事務局長が「今回は、Hondaが取り組む安全運転普
及活動の意義を各国の皆さんと共有するとともに、海外との関わり
合いに対する私たちの考え方について意見交換を行いたと思ってい
ます」と会議の目的を説明。その後、Hondaの安全運転普及活動の
基本理念と歩み、タイやベトナムをはじめ各国で行われている安全
運転普及活動の現状を発表し合った。そして、シンガポールをアジ
ア大洋州地域の支援拠点とし
ていくことや、インターネッ
トを活用した情報共有のあり
方など、今後の施策の方向性
について意見を交換した。

※フィギア＝スムーズな操作・走行かつ正確な車両誘導技術を競う種目。縦7ｍ×横7
ｍのボックス内に設けられた3ヵ所の枠内に方向転換をしながら指定された前輪また
は後輪を入れ、タイムを競う

●1st Safe Driving Global Meeting

安全運転普及活動の意義を各国と共有

二輪「一本橋」
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使
っ
た
飛
び
出
し
事
故
と
巻
き
込
み

事
故
の
再
現
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

６
歳
の
お
子
さ
ん
と
来
場
し
た
母

親
は
「
人
形
を
使
っ
た
飛
び
出
し
事

故
の
再
現
に
は
驚
き
ま
し
た
。
子
ど

も
に
も
飛
び
出
し
の
怖
さ
が
わ
か
っ

た
よ
う
で
す
」
と
い
う
。
ま
た
、
９

歳
の
お
子
さ
ん
と
参
加
し
た
父
親
は

「
運
転
席
か
ら
見
え
な
い
死
角
を
再

確
認
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
勉
強

に
な
る
内
容
で
し
た
」
と
感
想
を
語

っ
て
く
れ
た
。

ト
ピ
ー
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
（
株
）

取
締
役
製
造
本
部
長
の
越
野
健
さ
ん

は
「
今
日
は
多
く
の
親
子
に
交
通
安

全
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
他
の
関
連
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。
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NEWS REVIEW 

8月22日、23日の両日、新宿駅西口広場イベントコーナー
（東京都新宿区）で開催された「夢のみち2012」（主催・共
催：東京都道路整備保全公社・東京都建設局）のイベントに
四輪販売会社のHonda Cars東京中央が出展。Honda自転車シ
ミュレーターの体験会を行った。
会場には2台の自転車シミュレーターが設置され、イベン
トの来場者が販売店スタッフのアドバイスを受けながら自転
車の安全運転について学んでいた。自転車シミュレーターを
体験した人からは「自分が安全確認をしないで自転車に乗っ
ていたことがよくわかった。これからは周囲（後ろ）を確認

●Honda Cars東京中央「夢のみち2012」出展

自転車シミュレーター体験会を開催
してから、発進や右左折をしようと思う。勉強になった」と
感想を語った。
同社では3台の自転車シミュレーターを導入し、かねてか
ら都内の販売拠点で自転車の安全運転教室を実施している。
同社取締役の安藤敦人法人営業部部長は「安全運転普及活動
は販売会社の責務。自転車の事故が増えているなか、私たち
ができることを模索していました。多くの方に体験していた
だき、安全意識向上につながれば良いと思います」と話す。
今後、同社では東京都内の各市区町村でのイベントにも積
極的に参加し、安全運転教室を開催していく予定だ。
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要
請
し
た
行
為
か
ら
逸
脱
し
た
行
為

で
あ
り
、
安
全
工
学
や
人
間
工
学
で

は
事
故
原
因
と
な
る
作
業
員
や
ユ
ー

ザ
ー
の
過
失
を
指
す
も
の
で
あ
る
と

説
明
。
そ
し
て
、
無
事
故
運
転
者
と

事
故
多
発
運
転
者
の
認
知
特
性
（
交

通
場
面
の
危
険
度
評
価
お
よ
び
ア
イ

カ
メ
ラ
に
よ
る
計
測
）
に
関
す
る
実

験
結
果
を
も
と
に
、
事
故
反
復
者
は
、

探
索
的
、
網
羅
的
情
報
取
得
を
行
っ

て
い
る
（
危
険
と
は
関
係
な
い
も
の

ま
で
見
て
い
る
）
の
で
、
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
持
っ
た
対
象
の
発

見
が
遅
れ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

安
全
運
転
の
た
め
に
は
、
も
う
一
人

の
自
分
を
頭
の
中
に
置
き
、
そ
の
自

分
が
自
身
の
心
や
行
動
を
絶
え
ず
監

視
し
て
、
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
「
メ
タ
認
知
」
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

講
演
終
了
後
は
、
野
村
邦
丸
・

（
株
）
文
化
放
送
編
成
局
制
作
部
専

任
部
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
石
田
教
授

と
、加
藤
豊
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
株
）

メ
デ
ィ
カ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
人
事
総
務
本
部

総
務
部
長
、
杉
本
達

彦
・
埼
玉
県
警
察
本

部
交
通
部
交
通
機
動

隊
隊
長
補
佐
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
人
間
は
能

力
が
高
い
か
ら
こ
そ

運
転
中
に
他
の
こ
と

を
し
て
し
ま
う
。
運

転
中
に
退
屈
な
状
況

で
も
、
お
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
お
さ
え

る
こ
と
が
重
要
」、

「
企
業
の
安
全
担
当

者
に
は
、
な
ぜ
、
社

員
が
事
故
や
違
反
に

至
っ
た
の
か
ま
で
把

握
し
て
ほ
し
い
」、

８
月
29
日
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

和
光
ビ
ル
（
埼
玉
県
和
光
市
）
で

「
２
０
１
２
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー

フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉
」
が

開
催
さ
れ
た
（
主
催：

交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
・
和
光
）。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
交
通
安
全
活

動
に
取
り
組
む
企
業
や
団
体
を
対
象

に
事
故
防
止
の
施
策
な
ど
の
情
報
交

換
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

日
は
１
１
９
団
体
か
ら
２
５
９
名
が

参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
永
田
春
記
・

（
株
）
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク

ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
が
挨
拶
。
来

賓
を
代
表
し
て
、
吉
岡
光
男
・
埼
玉

県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
部
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て
」。
ま
ず
、

石
田
敏
郎
・
早
稲
田
大
学
人
間
科
学

学
術
院
人
間
情
報
科
学
科
教
授
が

「
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
防
止
対
策
」
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。
石
田
教
授
は
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
」
と
は
、
シ
ス
テ
ム
が

９
月
２
日
、
長
野
県
松
本
市
に
あ

る
ト
ピ
ー
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
（
株
）

が
主
催
す
る
「
第
１
回
笹
賀
地
区
親

子
交
通
安
全
教
室
」（
共
催：

本
田

関
連
企
業
災
害
防
止
協
議
会
信
越
支

部
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
親
子
交

通
安
全
教
室
は
、
子
ど
も
に
は
事
故

の
危
険
や
怖
さ
、
保
護
者
に
は
自
ら

が
事
故
を
防
ぐ
知
識
と
、
子
ど
も
の

行
動
特
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
翌
週
に
は
、

同
様
の
教
室
が
日
信
工
業
（
株
）（
長

野
県
上
田
市
）
で
も
開
催
さ
れ
た
。

ト
ピ
ー
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
（
株
）

で
の
教
室
に
は
松
本
市
内
に
住
む
親

子
80
名
が
参
加
し
た
。
最
初
に
松
本

市
の
交
通
安
全
指
導
員
が
「
あ
や
と

り
ぃ
　
ひ
よ
こ
編
」
を
使
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

を
説
明
。
そ
の
後
、
屋
外
で
人
形
を

ダミー人形を使った飛び出し事故の再現

トラックの内輪差による巻き込み事故の再現 松本市の交通安全指導員が
「あやとりぃ ひよこ編」を
使って子どもたちに指導

運転席から見えない死角を親子で
確認してもらう

イベントに訪れた幅広い世代の人々が自転
車シミュレーターを体験した

石田敏郎・早稲田大学
人間科学学術院人間情
報科学科教授

Hondaセーフティナビ（簡易型四輪ドライビングシ
ミュレーター）や、石田教授が開発した安全運転教
育用ソフト「ハザードタッチ」※の体験も参加者の注
目を集めていた

●
２
０
１
２
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て
」

●笹賀地区親子交通安全教室

親子で体験しながら、
交通安全への理解を深めてもらう

「
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
る
な
ど
業

務
中
、
運
転
に
集
中
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
出
す
努
力
を
す
る
べ
き
」
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
会
場

の
参
加
者
を
交
え
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

TOPICS
★

加藤豊・ジョンソン・
エンド・ジョンソン
（株）メディカルカンパ
ニー人事総務本部総務
部長

杉本達彦・埼玉県警察
本部交通部交通機動隊
隊長補佐

野村邦丸・（株）文化
放送編成局制作部専任
部長

開会式で主催者を代表して挨拶するトピーファスナー工
業（株）取締役製造本部長の越野健さん

1

2

※ハザードタッチ＝携帯端末上に再生した交通場面の動画を使って、運転中に注意すべき箇所を素早く正しく発見できるように練習するためのソフト



ロ
ッ
ク
の
猪
俣
薫
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ

ー
「
今
日
は
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
に

対
す
る
熱
い
想
い
、
指
導
力
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
が
交
流
で
き

る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、

情
報
交
換
会
は
終
了
し
た
。
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８
月
23
日
、
24
日
に
は
香
川
県
坂

出
市
に
あ
る
ホ
ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
四
国
で
「
中

国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
指
導
員
合

同
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間

で
16
地
区
が
交
通
安
全
指
導
の
実
演

を
行
っ
た
（
写
真
参
照
）。
キ
ャ
リ
ア

の
浅
い
交
通
指
導
員
か
ら
は
「
教
材

や
指
導
例
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
。
特
に
、
ベ
テ
ラ

ン
の
人
の
話
し
方
は
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

閉
会
式
で
は
千
葉
英
雄
・
本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部

事
務
局
長
が
「
笑
い
と
楽
し
さ
の
中

に
も
、
し
っ
か
り
と
安
全
教
育
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
据
え
て
い
た
点
が
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者

に
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
納
得
し

て
行
動
を
変
え
て
も
ら
お
う
と
い
う

同
じ
く
８
月
23
日
、
24
日
に
は
福
島
県

福
島
市
の
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

に
お
い
て
、「
北
関
東
・
東
北
エ
リ
ア
交

通
指
導
員
研
修
及
び
情
報
交
換
会
」
が
開

催
さ
れ
、
２
日
間
で
北
関
東
・
東
北
エ
リ

ア
19
地
区
の
指
導
員
32
名
に
よ
る
日
頃
の

交
通
安
全
指
導
の
実
演
と
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
（
写
真
参
照
）。
参
加
し
た
交
通

指
導
員
は
「
他
の
地
域
の
取
り
組
み
が
分

か
る
貴
重
な
機
会
。
教
材
の
作
り
方
や
替

え
歌
な
ど
、
今
回
勉
強
し
た
内
容
を
活
動

に
取
り
入
れ
た
い
」
と
語
っ
た
。

栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
小
林
敏
ブ
ロ
ッ

ク
リ
ー
ダ
ー
は
２
日
間
を
振
り
返
り
「
今

回
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
皆
さ
ん

と
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で
き
、
大
変
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
指

導
員
の
皆
さ
ん
同
士
の
交
流
が
よ
り
活
発

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

閉
会
式
で
は
金
沢
一
郎
・
本
田
技
研
工

業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
教
育
機
器

課
課
長
が
「
既
存
の
ツ
ー
ル
を
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
加
工
し
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
指
導
に
感
服
し
ま
し
た
。
数
々
の
素
晴

ら
し
い
実
演
に
敬
意
を
評
し
ま
す
」
と
総

評
を
述
べ
、
研
修
及
び
情
報
交
換
会
は
終

了
し
た
。

おとぎ話「おむすびころりん」をモチーフに
して、幼児に飛び出しの危険を伝えるパネル
シアター（千葉県多古町）

情報交換会には埼玉県、東京都、千葉県、山梨
県、新潟県から18名が参加

合同研修会には岡山県、広島県、島根県、香川県、徳島県、愛媛県、高知県、長野県から38名が参加

「みとこうもん」というキーワードを使って、
高齢者に道路の安全な横断や、反射材の着用
を啓発（埼玉県狭山市）

Hondaの交通安全教育プログラム「あやとりぃ
ひよこ編」を活用して、幼児に歩行者が歩くべき
場所をわかりやすく伝える（東京都三鷹市）交通指導員同士による意見交換も設けられた

腹話術の人形が途中から人間にな
るという設定で「交通安全かく二
ンジャー」のダンスを披露（徳島
県阿波市／海部郡）

交通指導員がひよこやパンダの
着ぐるみを使って、幼児に道路
を横断する際のポイントを伝え
る（写真上・岡山県倉敷市、写
真下・香川県高松市）

研修及び情報交換会には青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、
福島県、栃木県、茨城県から32名が参加

情報交換の時間には指導に活用
できる簡単な実験のやり方など
を交通指導員同士で共有

高齢者に守ってほしいことを高齢者交通安全5則
「まみむめも」として啓発（岡山県児島交通安全
協会）

うちわを加工したツ
ールを使って、幼児
に道路横断時のポイ
ントを教える（岩手
県奥州市）

1つの箱で様々なイラストを表示できる手作りの「からくり
ボックス」は幼児の注目を集められる（栃木県矢板市）

「あやとりぃ ひよ
こ編」のワークシ
ートを加工し、雪
の日の服装や道路
歩行をわかりやす
く解説（山形県朝
日町）

高齢者向け安全教室では、冒頭に健
康体操を実施。参加者の緊張をほぐ
しながら、交通安全に興味を持って
もらう（山形県尾花沢市／大石田町）

参加者同士で情報交換をする
時間も設けられた

交通指導員の皆様に情報交換・共有の場を提供し、
指導力の向上に役立ててもらう

TOPICS
★

Hondaでは、地域で活躍している交通安全指導者の方々に相互の指導方法の確認や意見交換を通じて指導力の向上に役立ててもらうこと
を目的に、全国各地で情報交換会や合同研修会を開催している。今回は8月21日に埼玉県、8月23日と24日に香川県および福島県で行わ
れた内容を紹介する。

●
南
関
東
甲
信
越
地
区
交
通
指
導
員
情
報
交
換
会

主
催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

●
北
関
東
・
東
北
エ
リ
ア

交
通
指
導
員
研
修
及
び
情
報
交
換
会

主
催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

●中国・四国地区交通安全指導員合同研修会
主催：本田技研工業（株）安全運転普及本部 浜松普及ブロック・鈴鹿普及ブロック

８
月
21
日
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

埼
玉
製
作
所
（
埼
玉
県
狭
山
市
）
に

て
「
南
関
東
甲
信
越
地
区
交
通
指
導

員
情
報
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

情
報
交
換
会
は
南
関
東
甲
信
越
６

地
区
の
交
通
指
導
員
が
日
頃
の
交
通

安
全
教
室
で
実
践
し
て
い
る
内
容
を

実
演
し
て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
ら

れ
た
（
写
真
参
照
）。
参
加
し
た
交
通

指
導
員
は
「
自
分
の
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
の
で
、
他
地
域
の
事
例
を

学
ぶ
こ
と
で
指
導
の
幅
が
広
が
り
ま

す
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

情
報
交
換
会
を
視
察
し
た
埼
玉
県

警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
の
鈴

木
宏
良
係
長
は
「
皆
さ
ん
の
指
導
実

演
を
拝
見
し
て
、
安
全
教
育
の
重
要

性
を
再
確
認

で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
自
身

が
楽
し
ん
で

安
全
教
育
を

進
め
て
お
り
、

こ
う
し
た
姿
勢
が
受
講
者
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
上
で
大
切
だ
と
実
感

し
ま
し
た
」
と
総
評
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
主
催
し
た
埼
玉
普
及
ブ

埼玉県警察本部交通部交
通企画課の鈴木宏良係長

3

努
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
総
評
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
主
催
し
た
鈴
鹿
普
及
ブ

ロ
ッ
ク
の
川
本
正
樹
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

ダ
ー
が
「
今
回
は
多
く
の
方
々
が
集

ま
り
、
意
義
深
い
研
修
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
指
導
内
容

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
、
合
同
研
修

会
は
幕
を
閉
じ
た
。



反
射
材
を
活
用
し
て
高
齢
者
が
着
用
し
や
す
い

衣
服
の
製
作
を
今
年
３
月
に
依
頼
し
た
の
で
あ

る
。
同
校
服
飾
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
主
任
の
荒
木

雅
子
教
諭
は
「
生
徒
た
ち
が
交
通
安
全
と
い
う

視
点
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ

と
が
社
会
の
中
で
ど
う
役
立
つ
の
か
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
依
頼
を
お
受
け
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

衣
服
の
製
作
を
担
当
し
た
の
は
、
同
コ
ー
ス

の
服
飾
デ
ザ
イ
ン
部
で
あ
る
。
熊
本
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
反
射
材
（
繊
維
素
材
）
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
熊
本
県
内
の
交
通
事
故
の
状
況
な

ど
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
。

服
飾
デ
ザ
イ
ン
部
部
長
の
西
村
奏
美
か
な
み

さ
ん

（
３
年
生
）
は
「
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
知
識
や
技
術
を
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
に
活
か
し
た
い
と
考
え
、
取
り
組
み
ま
し

た
。
反
射
材
は
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
た
こ
と
が
な

い
素
材
で
す
。
そ
こ
で
、
素
材
の
特
性
を
知
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

デ
ザ
イ
ン
と
製
作
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
研
究
班
で
は
様
々
な
実
験
に

よ
り
、
反
射
材
は
硬
く
、
す
べ
り
や
す
い
た
め
、

反
射
材
同
士
で
は
縫
い
に
く
い
こ
と
な
ど
を
確

か
め
た
。
そ
の
結
果
、
綿
な
ど
の
天
然
素
材
に

反
射
材
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
縫
い
付
け
た
ス
カ

ー
ト
や
ズ
ボ
ン
を
製
作
す
る
こ

と
に
し
た
。

班
長
の

津
史ふ

み

乃の

さ
ん
（
２

年
生
）
は
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
が

遠
く
か
ら
で
も
反
射
し
た
光
が

認
識
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク

ル
マ
の
ラ
イ
ト
は
ロ
ー
ビ
ー
ム

の
状
態
が
多
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ス
カ
ー
ト
や
ズ
ボ
ン
の
裾
の
近
く
に
も
反

射
材
を
縫
い
付
け
る
と
い
う
工
夫
も
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
衣
服
が
普
及
し
て
、
高
齢
者
の

方
を
交
通
事
故
か
ら
守
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

語
る
。

こ
う
し
て
半
年
を
か
け
、
反
射
材
を
利
用
し

た
衣
服
が
完
成
。
９
月
29
日
、
同
校
文
化
祭
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
作
品
と
し
て
発
表
し

た
。
高
齢
者
役
の
モ
デ
ル
は
同
校
の
卒
業
生
が

務
め
た
。
実
際
に
作
品
を
着
用
し
た
卒
業
生
は

「
反
射
材
の
タ
ス
キ
を
も
ら
い
ま
す
が
、
や
は
り

身
に
付
け
る
の
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
衣
服
に

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
組
み
込
ん
で
あ
る
も
の
な
ら
、

私
た
ち
も
着
や
す
い
」
と
評
価
す
る
。

「
生
徒
は
と
も
す
る
と
、
学
力
だ
け
で
何
事

も
解
決
す
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
勉
強
し
て

得
た
力
を
様
々
な
形
で
表
現
し
、
社
会
と
人
と

つ
な
が
ら
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
経
験
を
通
し
て
、
そ
れ
を
実
感
で
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
、
荒
木
教
諭
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
終
え
た
生
徒
た
ち
を
迎
え
た
。

自
分
が
学
ん
で
い
る
知
識
や
技
術
を
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
ら
れ

る
か
生
徒
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
、
高
校
生

の
交
通
安
全
教
育
に
お
い
て
重
要
な
観
点
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

STREAM
交通安全教育の潮流

手
運
転
の
危
険
性
。
最
初
は
両
手
で
、
そ
の
後

に
片
手
運
転
で
も
走
行
し
て
、
片
手
で
は
バ
ラ

ン
ス
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
危
険
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
て
も
ら
う
。
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
、
同
校
の
先
生
方
は
生
徒

を
観
察
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
最

後
に
、
ク
ル
マ
の
死
角
（
３
年
生
は
ク
ル
マ
の

内
輪
差
）
に
つ
い
て
。
実
際
の
ク
ル
マ
を
使
っ

て
死
角
の
範
囲
を
示
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
自

転
車
は
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
を
伝
え
た
。

同
校
生
徒
指
導
主
事
の
甲
斐
郁
文
教
諭
は

「
ホ
ン
ダ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単
に
自
転
車
に

乗
っ
て
練
習
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
に
何
を

理
解
し
て
も
ら
う
か
目
的
が
明
確
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
実
技
が
組
み
合
わ
さ
れ

て
い
る
点
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

体
験
を
通
じ
て
、
ブ
レ
ー
キ
操
作
が
不
十
分
で

あ
る
な
ど
、
自
転
車
を
乗
り
こ
な
せ
て
い
な
い

生
徒
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
把
握
で
き
、
私
た

ち
も
今
後
の
指
導
へ
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

こ
の
よ
う
な
熊
本
県
内
の
高
校
で
の
交
通
安

全
教
育
を
展
開
し
て
い
る
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
熊
本
市
立
必
由
館
高
等
学
校
（
熊
本
県
熊

本
市
）
と
協
働
で
新
た
な
取
組
み
を
行
っ
た
。

高
齢
者
へ
の
反
射
材
の
普
及
を
促
進
す
め
る
た

め
に
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
持
つ
同
校
に

前
回
に
引
き
続
き
、
ホ
ン
ダ
が
熊
本
県
内
で

展
開
し
て
い
る
高
校
生
交
通
安
全
教
育
、
そ
し

て
、
高
校
生
に
よ
る
高
齢
者
へ
反
射
材
の
普
及

を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

熊
本
県
立
多
良
木
高
等
学
校
（
熊
本
県
多
良

木
町
）
で
は
生
徒
の
約
半
数
が
通
学
に
自
転
車

を
利
用
し
て
い
る
。
９
月
10
日
、
１
〜
３
年
生

２
９
６
名
を
対
象
に
し
た
自
転
車
の
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
た
。
同
校
で
は
毎
年
春
に
１
回
、

指
導
し
て
い
た
が
、
今
年
は
ホ
ン
ダ
と
協
力
し

て
秋
に
も
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
こ

の
日
の
交
通
安
全
教
室
は
学
年
ご
と
に
約
１
時

間
ず
つ
行
わ
れ
、
生
徒
全
員
が
自
転
車
に
乗
っ

て
、
運
転
す
る
際
に
起
こ
り
う
る
危
険
を
安
全

に
体
験
し
た
。

ま
ず
１
つ
目
は
急
制
動
。
全
力
で
自
転
車
を

こ
ぎ
、
目
標
と
な
る
パ
イ
ロ
ン
を
通
過
し
た
ら

両
手
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
止
ま
る
。
危
険
を

発
見
し
て
も
、
自
転
車
は
す
ぐ
に
は
止
ま
れ
な

い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
２
つ
目
は
、
片
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熊本県での高校生交通安全教育活動　連載：第3回

高校生の安全意識を高めるための様々なアプローチ★

生
徒
に
社
会
と
つ
な
が
る

こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
う

反
射
材
を
利
用
し
た
衣
服

を
高
校
生
自
ら
が
製
作

目
的
を
明
確
に
し
た

自
転
車
の
実
技
教
育

多良木高校では生徒全員が自転車
に乗って課題に取り組んだ

1回目は両手で運転。2回目は片手運
転で、パイロンを避けるのがいかに難
しいかを体験

ドライバーからは見えない死角について
インストラクターが説明

西村奏美さん（前列左から2番目）、 津史乃さ
ん（前列左から3番目）と、ニューウェーブ研
究班の皆さん

文化祭のファッションショー
で発表された作品（一部）

ファッションショーでは「おしゃれに身を守ろう作戦」というテーマで、
取組みの主旨を全校生徒や一般の来場者にプレゼンテーションした

NEWS REVIEW 

一般社団法人日本自動車工業会（以下、自工会）
は今年度、茨城県内における交通事故死者数低減
のため、会員各社および関連団体等と連携をとり
ながら、交通安全教育やキャンペーンを展開。そ
の一環として、IBS茨城放送とともに、秋から年
末にかけて増加する歩行中の高齢者の死亡事故を
減らすため、ドライバーに夕方早めのヘッドライ
ト点灯を呼びかける「トワイライト・オンキャン
ペーン」を実施している。
秋の全国交通安全運動の初日となる9月21日

10月6日、7日の両日、自動車安全運転セ
ンター安全運転中央研修所（茨城県ひたち
なか市）にて第43回全国白バイ安全運転競
技大会（主催：警察庁）が開催された。
この大会は、全国の白バイ隊員の安全運
転技能の向上、士気の高揚及び隊員相互の
融和団結を図ることを目的として、昭和44
年より実施されている。今年は、46都道府
県警察及び皇宮警察から、女性隊員38名を
含む183名の選手が参加し、バランス走行操
縦競技、トライアル走行操縦競技、不整地

●トワイライト・オン キャンペーン

暗くなったら、見られるためのライトオン！
は、茨城県交通安全協会が主催する「茨城路セイ
フティロードの日」街頭キャンペーンに自工会も
協力。当日は水戸市の吉沢交差点前で、「トワイ
ライト・オン」を呼びかけるのぼり旗を掲示し、
茨城県交通安全協会の職員らが信号待ちをしてい
るクルマのドライバーにキャンペーンのステッカ
ーや反射材付バッグなどの啓発品を配布した。
茨城県交通安全協会の生田目實専務理事は「夕
方早めのヘッドライト点灯を浸透させることが、
交通事故防止につながると考えています。今回は
自工会の皆さんにも協力していただいたので、よ
り多くのドライバーへの啓発ができました」と活
動の成果を語った。
「トワイライト・オ
ンキャンペーン」は、
年末まで茨城県内各
地の街頭やイベント
などで啓発活動が行
われる予定だ。

2 ●第43回全国白バイ安全運転競技大会

全国の白バイ隊員が高度な安全運転技術を競う3
走行操縦（モトクロス）競技、傾斜走行操
縦（スラローム）競技の計4種目によって熱
戦が繰り広げられた。
主な結果は以下の通り。
●団体競技の部

（第1部・9都府県警察）優勝／警視庁、第
2位／埼玉県、第3位／愛知県
（第2部・37道府県警察等）優勝／三重県、
第2位／熊本県、第3位／広島県
●個人競技の部

（男性の部）優勝／玉井伸政（神奈川県）
（女性の部）優勝／ 橋幸江（警視庁）



自動車直進中の歩行者死亡事故を歩行者
の法令違反別にみると、「違反あり」が約
70％を占めています。違反の中で最も多
いのは、次のうちどれでしょう？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための題材を
提供します。今回は四輪車のドライバーに、歩行者が歩いている横を通り過ぎる時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回29 歩行者が歩いている横を通り過ぎる時（四輪車）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C

7

平成22年の歩行者死亡事故（歩行者が第
1当事者または第2当事者の事故）の相
手は9割以上が自動車ですが、自動車の
事故時の行動類型で最も多いのは、次の
うちどれでしょう？

？SJクイズ
1Q

歩行者死亡事故を自動車行動類型別に運
転者の人的要因をみると、「直進」で最も
多いのは「漫然運転｣ と ｢脇見運転｣です。
この「漫然運転｣ と ｢脇見運転｣で何％を
占めているでしょう？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いた　
だけます。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①直進　②右折　③左折　④後退

①約50％　　②約60％　
③約70％　　④約80％

①車両の直前・直後の横断
②横断歩道外横断
③信号無視

安全に通過するには、どの
ようなことを予測する必要
がありますか？

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育に携わる指導者の方々を
紹介していきます。

活用方法

笛吹市は山梨県のほぼ中央部に位置し、石和

温泉などの観光地を有する都市だ。その笛吹市

では、幼児や小・中学生、高齢者を中心に平成

23年度は380回の交通安全教室を開催した。同

市の石和地区で、交通安全活動を担っているの

が今回紹介する専門交通指導員の3名である。

同市内の幼稚園・保育所では月ごとに、「道

路の安全な横断」「道路標識を覚えよう」「交通

安全散歩」など課題を設定し、子どもたちへの

交通安全指導を年間12回行っている。「『交通事

故に遭ったらいけない』という意識を持っても

らうことを基本に取り組んでいます」と岩間さ

んは子どもへの指導のポイントをあげる。渡辺

さんは「クイズ形式を取り入れるなど、子ども

たちも参加できるような工夫をしています」、

福庭さんは「交通ルールを守ることは自分の命

を守るためであることを理解してもらうことを

心がけています」と話す。

毎月、幼稚園・保育所を訪問するので、自分

たちが来たら「楽しいことがある」と子どもた

ちに期待してもらうことが大切だと、専門交通

指導員の皆さんは感じている。「そのため、自

ホンダ　SJ 検索

笛吹市・専門交通指導員の皆さん
写真左から、岩間もとみさん、渡辺真由美さん、福庭昌子さん

指導者ファイル●10

幼稚園・保育所では
毎月テーマを決めて指導

★足跡から動物を当てるクイズ

★幼児に信号機の色の意味を伝える教材

あなたは、人通りのある狭い道路を走っています。
道路の両端に歩行者や自転車がいる横を通り過ぎ
ようとしています。

「あやとりぃ　ひよこ編」のワークシ

ートと、紙人形を使って、「ぴかくん

めをまわす」（松居直・作、長新太・

絵、福音館書店刊）という信号機を

主人公にした絵本の物語を専門交通

指導員の皆さんが立体的に表現。読

み聞かせをしながら、交通安全の基

本を伝えることができるという

横断歩道の前に、いろいろな動物の足跡を置

いて、子どもたちに動物の名前を答えてもら

う。横断歩道を渡る前に、必ず止まることの

意識づけを目的としている。これも「あやと

りぃ」の中にあるワークシートからヒントを

得てつくったという

モノクロの標識を見せて、実際の色は

「あか」「あお」「きいろ」のどれかを

答えてもらうクイズ。

標識に興味を持ってもらうことが目的

で、子どもにわかるように標識の意味

も説明。また、指導員が見せる標識の

色に合わせて、決められたポーズをと

ってもらうというゲームも行っている

指導者の皆さん
の活動を動画で
ご紹介
http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/area/movie/

★標識の色を当てるクイズ

分たちの手づくりの教材とともに、Hondaの

『あやとりぃ』や『交通安全かるた』を積極的

に活用しています」と岩間さんはいう。



小計車
道
を
横
断
す
る
こ
と
は
危
険
だ
と
十
分
理

解
し
て
い
る
た
め
か
、
横
断
を
開
始
す
る
前
に

し
っ
か
り
左
右
確
認
と
車
両
の
有
無
を
確
か
め

て
か
ら
横
断
す
る
歩
行
者
が
多
か
っ
た
。
自
転

車
は
後
方
と
対
向
車
線
の
状
況
を
把
握
し
て
か

ら
道
路
を
横
断
し
て
い
た
。
車
両
が
近
づ
い
て

き
た
際
に
は
無
理
に
渡
る
こ
と
は
せ
ず
、
安
全

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
渡
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

歩
行
者
は
目
的
の
場
所
へ
の
近
道
と
し
て
道

路
を
横
断
す

る
こ
と
が
多

く
、
斜
め
横

断
は
少
な
か

っ
た
。
自
転

車
は
走
行
中

に
道
路
を
横

断
す
る
た
め
、

必
然
的
に
斜

め
横
断
に
な

っ
て
い
た
。

ケ
谷
駅
か
ら
南
に
の
び
る
「
中
杉
通
り
」。
駅
前

か
ら
青
梅
街
道
ま
で
お
よ
そ
５
０
０
m
の
直
線

道
路
だ
。
片
側
１
車
線
道
路
の
両
脇
に
は
パ
ー

キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
歩
道
に
は
「
横
断
禁
止
」
の
標
識
が

数
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
た
。
道
路
を
通
過
す
る

車
両
の
ス
ピ
ー
ド
は
40
㎞
／
h
前
後
と
や
や
速
い

印
象
を
受
け
た
。
歩
道
に
は
自
転
車
通
行
可
の

標
識
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
は
歩
行
者

を
す
り
抜
け
な
が
ら
走
行
す
る
姿
が
目
立
っ
た
。

薄
暮
時
か
ら
夜
間
は
、
運
転
者
か
ら
歩
行
者

の
存
在
が
認
識
し
づ
ら
い
時
間
帯
で
あ
る
。
し

か
し
、
反
射
材
（
反
射
材
付
の
ズ
ボ
ン
）
を
着

用
し
て
い
た
歩
行
者
は
、
観
察
し
た
１
１
４
人

中
１
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
通
行
車
両
も
、
歩
行

者
の
死
亡
事
故
低
減
に
つ
な
が
る
薄
暮
時
の
ラ

イ
ト
オ
ン
す
る
車
両
は
見
当
た
ら
ず
、
日
没
後

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
る
場
合
が
大
半
だ
っ
た
。

観
察
場
所
に
は
「
横
断
禁
止
」
の
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
歩
行
者
は
堂
々
と
道
路
を

横
断
し
て
い
た
。
横
断
歩
道
な
ど
指
定
場
所
以

外
の
道
路
の
横
断
は
、
事
故
発
生
の
可
能
性
が

高
く
、
危
険
な
の
で
や
め
る
べ
き
だ
。
夜
間
、

歩
行
者
や
自
転
車
は
車
両
か
ら
存
在
を
見
落
と

さ
れ
や
す
い
た
め
白
や
黄
色
の
目
立

つ
色
の
服
装
、
反
射
材
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
運
転
者
は
歩
行
者
や
自
転
車

の
急
な
飛
び
出
し
を
予
測
し
、
速
度

を
落
と
し
た
り
、
安
全
確
認
を
し
っ

か
り
行
い
な
が
ら
注
意
し
て
運
転
す

る
と
と
も
に
、
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン

を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
22
年
に
発
生
し
た
歩
行
者
死
者
１
５
７

３
人
の
う
ち
、
自
動
車
が
直
進
中
に
死
亡
し
た

歩
行
者
は
１
３
１
０
人
。
こ
の
う
ち
、
歩
行
者
に

法
令
違
反
が
あ
っ
た
割
合
は
７
割
を
占
め
て
い

る
。
法
令
違
反
の
内
訳
を
み
る
と
、「
車
両
の
直

前
・
直
後
の
道
路
横
断
」
や
「
横
断
歩
道
外
横

断
」
な
ど
の
道
路
横
断
時
の
違
反
（
73
％
）
が
最

も
多
い
。
ま
た
同
じ
平
成
22
年
に
お
け
る
歩
行

中
の
交
通
事
故
死
者
は
昼
間
５
３
３
人
に
対
し

て
、
夜
間
が
１
１
８
１
人
と
お
よ
そ
２
倍
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
車
両
か
ら
歩
行

者
の
存
在
が
見
え
に
く
い
薄
暮
時
か
ら
日
没
後
、

横
断
歩
道
以
外
を
渡
る
歩
行
者
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
東
京
・
杉
並
に
あ
る
J
R
阿
佐

観
察
を
開
始
し
た
の
は
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
が
始

ま
る
時
間
帯
。
歩
行
者
と
自
転
車
の
流
れ
は
青

梅
街
道
か
ら
駅
に
向
か
っ
て
い
た
。
青
梅
街
道

か
ら
駅
ま
で
の
距
離
は
約
５
０
０
m
、
見
通
し
の

よ
い
直
線
道
路
だ
。
駅
ま
で
の
道
の
り
に
は
信

号
が
設
置
さ
れ
た
横
断
歩
道
が
４
カ
所
あ
っ
た
。

歩
行
者
は
駅
に
向
か
い
な
が
ら
、
信
号
で
車

両
の
往
来
が
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
車
道
を
横
断

し
て
い
た
。
走
行
す
る
車
両
が
多
い
場
合
は
、
車

両
が
通
過
す
る
ま
で
待
っ
て
か
ら
横
断
し
て
い
た
。

横
断
歩
道
以
外
の
場
所
で
横
断
す
る
自
転
車

の
ほ
と
ん
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
車
道
に
移
動
し
、

後
方
確
認
を
し
て
か
ら
横
断
し
て
い
た
。
ま
た
、

車
道
を
一
時
的
に
逆
走
し
な
が
ら
対
向
車
線
に

移
動
す
る
自
転
車
も
見
受
け
ら
れ
た
。

一
方
、
車
両
側
は
歩
行
者
が
横
断
歩
道
以
外

の
場
所
か
ら
横
断
し
よ
う
と
し
て
も
、
ス
ピ
ー

ド
を
緩
め
る
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
高
齢

者
が
道
の
真
ん
中
で
立
ち
往
生
を
し
て
い
た

が
、
車
両
は
躊
躇
な
く
通
過
し
て
い
た
。
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混合交通を観察する
●series─251 夜間に横断歩道以外を渡る歩行者を観察する

8

夜間、横断禁止の道路を歩行者は渡っているか？

●観察場所／東京都杉並区阿佐谷南1丁目「中杉通り」周辺
●観察日／9月25日（火曜日） ●天候／曇り
●観察時間／17:30～18:30 ●観察者／3名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１２年１２月１４日発行予定となります。

横断歩道以外の場所を横断する
歩行者が最も多い年代は何歳で
しょうか？

Q1

★
Ｑ
2
の
回
答

歩
行
者
の
「
左
右
確
認
な
し
」

は
１
割
未
満（
４
・
３９
%
）

「
斜
め
横
断
」
は
１
割
強

（
１５
・
８
%
）

Why

自
動
車
直
進
中
に
死
亡
し
た

歩
行
者
の
法
令
違
反
ト
ッ
プ

は
道
路
横
断
時
の
違
反
！

Advice

夜
間
は
目
立
つ
色
の
服
装
と

反
射
材
を
着
用
し

指
定
の
場
所
で
横
断
を
！

（SJクイズの解答：Q1①、Q2③、Q3①）

A2

実
際
の
観
察
か
ら

車両が接近していてもゆっくり歩く歩行者

ベビーカーを押しながら横断。高齢者は重たそうな荷物を
持って横断をしている

反対車線を逆走してから道路を横断する自転車

★Ｑ１の回答
114人中、105人（92.1%）が成人

A1 実際の観察から

観察中に横断歩道以外の場所で横断し
た歩行者は合計114人。そのうち成人
（19歳～64歳）が9割以上を占めた。幼
児、中学・高校生で横断したのは1名の
み。自転車の横断についても、9割が成
人と高齢者だった。交通ルールを守って
いないのは、幼児や中学・高校生に範を
みせるべき大人の年代だった。
実際の観察では、目の前の店舗に行く
ために目の前の道をすぐ横断してしまっ
たり、運送会社のドライバーが車両を路
上駐車して横
断歩道を迂回
せず届け先に
向かったりす
る姿が見られ
た。

「左右確認をしない」「斜め横断をした」
歩行者はどれくらいいたでしょう？

Q2

●横断歩道以外で道路を横断した
歩行者の左右確認実施の割合

●横断歩道以外の場所を横断した人の年代

配達物を抱えて道路を斜め横断

ゆっくり斜め横断する女性たち

●横断歩道以外で道路を横断した歩行者・自転車

左右確認した 100人

95.2%

左右確認していない
5人（4.8％）

中学・高校生
1人（0.9％）

高齢者
8人
（7.0％）

●横断歩道以外で道路を
横断した歩行者の
斜め横断の割合

斜め横断していない
87人

82.9%

斜め横断した18人（17.1％）

※子ども（小学生以下）、中学・高校生、成人（19～64歳）、
高齢者（65歳以上）の判断は観察者の見解による

子ども

中学・高校生

成人

高齢者

小計

0

1

65

5

71

0

0

40

3

43

0

1

105

8

114

0

1

11

5

17

0

0

6

0

6

0

1

17

5

23

JR阿佐ヶ谷駅 

青梅街道 

至新宿 至吉祥寺 

観察地点 

★ コ ン ビニ エ ン ス 
ス ト ア 

★ コ ン ビニ エ ン ス 
ス ト ア 

コ ン ビニ エ ン ス★ 
ス ト ア 

フ ァ ース ト● 
フ ー ド店 

● スーパーマ ー ケ ッ ト 

フ ァ ミ リ ー● 
レ ス ト ラ ン 

成人 105人

92.1%

歩行者 自転車

男 男女 女
小計

●自動車直進時における歩行者法令違反の
有無別の歩行者死者数の割合（平成22年）

その他 7%

飛び出し 3%
横断禁止場所の横断 4%

斜め横断 5%

信号無視 10%

通行区分（左側通行・
車道通行）7%

酩酊・徘徊・
寝そべり 13%

車両の
直前・直後の
横断 28%

横断歩道外
横断 23%

横断に関する
違反73%

※出典：公益財団法人交通事故総合分析センター「イタルダ・インフォメーション」No.94

直進
n＝1,310人 違反有り70％ 違反無し

28％

0 50 100％

違反有りの内訳
その他 2％


